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2 仏 教 史 の 中 で の 「慈 悲 」
一単語 としての「慈悲」は、漢語 とし て生 まれた もので はなく、仏教経典の漢訳を通じて成立し
た らしい。「慈」はパーリ語のmetta サンスクリット語のmaitri（maitra）の訳語 とされ、「悲」はパー
リ語およびサンスクリット語のkurna に対応する語として用いられた。これら自体は特に仏教用語
としてつ くられたものではなく、 それ以前から日常的に用いられてきた もので、基本的な意味 とし
ては、metta などは「友」「親しい者」、kurna は「同情」「憐 れみ」などであるというs)。この二語 は、
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仏教 において並べて用いられることが多いことから合わせて「慈悲」 と訳され、一つの観念 として
も受け取られるようになった。また同義語のように考えられたことから、どちらか一語だけで も「慈
悲」 と訳 されるようになった。
最初期 の仏教 において、慈悲（の内容）は既に、宗教的実践 の基本原理として説かれていた。た
とえば 『ズック・ニパータ』では、「全世界に対して無量の慈しみの意 〔tnettaapartimana 〕 を起 こ
すべし」6)と言われ、この前後（149-51 節）の慈悲が扱われてい る部分はmettasutra と名付 けられ




とは、この点で「はっきり対立 している」と中村氏 は指摘する8)。 そして後者に「慈悲」の教 えがな
いことの原因 として、 その担い手が「けっきょく独善的個人的な修行者であることをめざしてい た」
からであるとしている。
中村氏によれば、「最初期の仏教 においては、専ら「慈」のみを強調し ていたのであ るが、ややお
くれて、『慈』 と『悲』 とが併称 され、修行者はこの両者の徳 をそなえねばならぬという。」9)「この
時期 には まだ 『慈』と「悲」 とは恐らく同義語と考えられていて、意義内容 の上では殆ど区別され
てい なかったのであろう。」10)
し かし仏教世界において「慈悲」が一つの観念として確立した後 も、 それが二つの要素を含むこ
とは忘 れられなかった。それぞ れの要素の仏教的 な意味付けとしては、上座部で は、metta とは「（同
胞 に）利益と安楽とをもたらそう と欲すること」、kurna とは「（同胞 から）不利益と苦とを除去し よ
うと欲 すること」 とされる。大乗仏教の龍樹（ナーガールジュ ナ） もこれを継承 し、慈とは衆生に
楽を与 えること、悲とは衆生 から苦を除くこととする。例外的 な解釈を度外視すれば、「シナおよび
日本 の仏教諸派は専らナーガ ールジュナの解釈に従っているようである。」川
「さらに後の段階に至ると、〔『慈』「悲」 の〕両者 に「喜び」 と『平静』（無関心、捨）が加えら
れて、四つがー まとめにして考えられるようになった。112,そして「慈」が「無量」（無制限）たるべ
きものとされたので、 この「慈・悲・喜・捨」の四つが併 せて「四無量 （心）」 としてまとめられ、
「無量三昧」 として特別な修行法が考えられるようになった13)。
これに対して三枝充悳氏 は、「慈悲」を最初から仏教の中心 とする解釈 に対してやや異なる説 を立
て、次 のように論じている。
（1）『スッタニパータ』で「慈」の語が現 れるのは4 回（73,150,507,967 ）あるが、 この経典 の
編集史を考えると、古層に属するのは1 つ（967）だけであ る。「悲」の語が現れるの も4 回（73,244,426,1065
）、「喜」（mudita ） は2 回 （73,680 ）ある。「捨」（upekha) は4 回 （67,73,972,1107 ） だ




は、一切の ものに熱っぽく接して行 く『慈悲』よりは、むしろそれら他のものには一切 なんの関心
も示さず、せいぜいごく平静 に、ただ平等に眺め、さらには一切の ものから自己 を捨断し、他 との
接触・交渉を離れ、関係することを極力避けて、 ひたすら自己 の解脱に集中する、そのような姿が
彷彿 と」する14)。つ まり「ゴータマ・プ ッダお よび古い経典編集者一伝承者たちは、「慈悲」 には、
それほどの深い顧慮を払ってはいなかったのではないか。」15)
（3） 仏教の主題 は最初に解脱であり、その後に救済が出てきた。 そして民衆の救済が中心課題 へ





慈悲の思想 は、むしろ教団において次第に比重 を増し、特 に大乗仏教の成立 とともにはっきりと核
心的な教義 （少なくともその一つ） と位置付けら れたもの、と言えるであろう。しかし この変化 を
可能にしたのは単なる外的要因によるのでなく、釈迦の教 え自体の中にその種子があった（そのこ
とは勿論三枝氏 も否定しない）からで もある。 それゆえ仏教は「慈悲の教 えを含む宗教」「慈悲の教
えを育てていった宗教」という意味で は、「慈悲の宗教」と言って もよいであろう。ちょうどキリス
ト教を同様の意味で「慈愛（アガペー）の宗教」 と呼ぶことができるように。アン氏 も慈悲 を初期
からの仏教の根本思想 とみる一人であるが、自己抑制の契機を慈悲の発展への準備段階 と位置付 け
ることでこの問題 を解消しようとするようである18)。
ところで またアショカ王以後の伝統的保守的仏教（いわゆる小乗仏教）においては、「慈悲の実践
を相対的には軽んじていた態度」19)があるとも言われる。 そこで は「むしろ個人の心の平静、個人 の
苦からの脱離というほうがより多 く重視され、慈悲が特殊 な呪力のあるものとして考えられていた









対 する農夫 の態度に讐 え、衆生すべてに慈悲を及ぼすが同等の慈悲で はないことが説明＝正当化さ
れてい る22)。小乗仏教の特徴ないし限界を示すものと言えよう。
これに対して大乗仏教において は、「他人 のた めに奉仕するという慈悲行の精神が、宗教の中心 に
おかれるに至った。」23）と言われる。大乗の修行者すなわち菩薩は、衆生救済の誓願を立てるが、こ
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4 慈 悲 に お け る 認 識 と 感 情




き（後得智）がはたらくというのであるが、 ナーガールジュナ〔龍樹〕 は正反対 の主張を大乗経典
の中 から引用していることがある。先ず、慈悲心があるからこそ、さとりが得られるのいう。／『菩
薩は、衆生の中に処して三三種の悲を〔…〕行い、漸々に増広して転じて大悲を成ず。大悲 はこれ
一切の諸仏・菩薩の功徳の根本なり。 これは般若波羅密 〔知恵〕の母 なり。諸仏 の祖母なり。菩薩
は大悲心を以 ての故 に、般若波羅密を得。般若波羅密を得るが故に、仏 となることを得。』」30）また彼
は 『中論』において、慈悲の精神 は一切の善行の根本 とみなした。 そして六種の完全な徳（パーラ
ミタ ー）とされる、施し、戒、 忍、精進、（禅）定、智について、慈悲 に基づ くとした31)。
アン氏 は、初期仏教倫理 におけ る慈悲〔compassion 〕の発展に対して共感〔sympathy 〕が決定的
な要因の一つをなしたとし、それを知恵 とともに慈悲の源としている32)。
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5 慈 悲 と 自 我
慈悲の感情（と実践）が可能になる根拠は何か。より一般的 に言えば、人 が他者の感情に共感で






「バラモン教及びインド教の倫理の思想 は結局かかる基礎的見解 にもとづ いている」とし、仏教の
慈悲の倫理の「淵源」をここにみる34)。 そして もともと仏教の修行は自己の寂滅（samaattano ）を
目的 とする面があった。
慈悲 における自他の類似 についてマックス＝ミュラーは言う。「隣人 はわれわれ自身と同様である
から……われわれが苦しみ悩むようにかれら も苦しみ悩み、われわれが喜ぶようにかれら も喜ぶか
ら。」35）同一性 に関しては次の よう に言われる。「それらの人々 は自我の観念に執着し、他我の観念に
縛せらる。或る人々はこれを知るこ となかりき。 またそれを（束縛の）矢なりと見ざりき。しかる






てそれにはたらきかけるという意識を もっていたのではなくて、 むし ろ自己 と他人 とが一体不二に
なるという意識をもってなされたのである。」38)
ここには重要な論点があるように思われる。仏教の慈悲が、（近代西洋のように）あくまでも諸個
人 の独立 という地盤の上で行われる徳行で はなくて、むしろ自他の一体性を多かれ少なかれ感じ、
また自他の完全な、あるいはより完全な一体化をめざす方向において行われる実践であるという点
において、おそらく中村氏の指摘 は正しい。 またこうしたものとして、それが「西洋の哲学及び宗
教思想の一つの弱点をついたもの」39)であることも認 めたい。しかし また、完全 な一体性（の認識、
または実現）は（「一体感情JEinsgefuhl を生 むとしても」対他的実践行為 としての慈悲はかえって
不可能にするのではなかろうか。論理的にそうなるだけでなく、 こうした自他一体観 （裏返せば個
人 の独立の否定 または過小評価）がかえってある意味で は慈悲の実践に否定的 に働いた面 もあるの
ではないか40)。以上の疑問 も起 こってくるのである。
大乗仏教の展開の中では、その「空観」と慈悲とが矛盾しないのかということが、「西洋的知性の
立場 からしばし ば論議される」41)そうである。そして これに応える議論が、慈悲に三種を、すなわち
















6 慈悲 の 対象
共感としての慈悲の特徴の一つは、対象が生物( 生類) 全体に渡ることである。ここから生物を





































7 慈 悲 と愛
慈悲 は「愛」であるか。 この問いに対しては、 まず「愛」とは何であり、仏教はそれをどう考え
るかを問題にしなければならない。ここで はその考察は断念して、新約聖書（主にパウロ）の愛（ア
ガペー） と原始経典の慈悲とを比較した玉城康四郎氏の考察の簡単な紹介にとどめたい。彼はこの
両者の大枠での同一性、類似性を認 めつつ、違い も述べる。すなわち新約聖書では愛は究極の もの
とされるのに対して、 原始経典で はそれは多 くはそこへの過程に位置付けられる。如来または漏尽
としては慈は最高の境地 とされるが、それもすべてのかかわりは切り捨てられてただ「慈」に住す
るという「主体者 の一つの状態が強調されている」47)。両宗教の根底に同質性 があるとして も、「聖書




8 慈 悲 と実践 活 動
「慈悲」は感情であるとともに実践でもあるはずである。ではその実践は具体的にはどのような
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CompassioninBuddhismasanEthicsofSympathy
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Havinginheritedfromotherthougts,Buddhismdevelopedthedoctrineof
compassion(kurna).
Ascomparedwithotherethicsofsympathy,itdiffersfromtherationalismsby
thevaluationofsentiment ；itdiffersfromChristianitybymoreimmanentfounda-tion
；itdiffersfromthewesternthoughtingeneralbylessindividualisticten-dency.IthasmuchinfluencedtothementalityandpracticeofpeopleinBuddhismworld.andmaycontributetousfromnowontoo,ifwemodernizeandpurificateitfromitsmagicaloresotericcharacter.
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